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        ３３３３
３３３３３３３３ ....藤沢宿(遊行寺中雀門) 

  

5555 年をかけ、足で歩いたスケッチ紀行年をかけ、足で歩いたスケッチ紀行年をかけ、足で歩いたスケッチ紀行年をかけ、足で歩いたスケッチ紀行    松野光純松野光純松野光純松野光純    

                    藤沢は、遊行寺を中 

心に発展した門前町で 

ある。遊行寺は、踊り 

念仏で有名な一遍を開 

祖とする時宗の総本山。 

時宗４代目の呑海によ 

って鎌倉時代末期に創 

建された。境内の大銀 

杏は、樹齢７００年以上 

ともいわれている。 

 藤沢は、江戸時代の慶長６年(1601)この藤沢宿の成 

立でさらに大きな発展を遂げたといわれている。門前 

町としてはもちろん、江ノ島が近くにあるため、幕末 

期には７０軒以上もの旅籠屋が建ち並んでいた。今で 

は行楽地としてのイメージが強い江ノ島は、当時は庶 

民の弁財天参拝でも賑わい、多くの史跡も残っている。 
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秋を飛ばしていきなり冬が来たような、急にセーターやコートのほしくなる季節がやってきました。週末ごとの台風で、秋恒例の楽

しみにしていたイベントがたたられてしまい残念です。映画館や美術館に出かけるもよし、家でゆっくり読書も良し、秋の楽しみ方は

いろいろです。書店の店頭には来年の手帳やカレンダーが並び、今年も残り少ないことに気づかされます。１１月。そろそろ今年の整

理をはじめたいものです。 
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                    近隣近隣近隣近隣・友の会会員の展覧会情報・友の会会員の展覧会情報・友の会会員の展覧会情報・友の会会員の展覧会情報 

    

会期・展覧会名 会場 

11/6(水)～11(月) 

第 23 回やまぼうし工芸展 

飛鳥画廊 

0465-24-2411 

11/13(水)～18(月) 

陶和会作陶展 

飛鳥画廊 

0465-24-2411 

11/20(水)～24(日)  

金泥写経展 法華経の世界 

飛鳥画廊 

0465-24-2411 

11/27(木)～12/2(月) 

二見智・近藤満丸二人展 1 

飛鳥画廊 

0465-24-2411 

11/7(木)～11(月)  

りんどう絵画会グループ展 

ツノダ画廊 

0465-22-4263 

11/13(水)～18(月) 

今村景意子展 

お堀端画廊 

0465-23-7819 

11/7(水)～11(月) 

第 13 回水彩画クラブ展 

アオキ画郎１F 

0465-22-0825 

11/8(金)～19(火)水・木休み 

赤羽孝也 作陶展 

ギャラリーさざれ石 

0463-67-9662 

10/30(水)～11/9(土) それ

ぞれのマティエール 想と創 

ギャラリーぜん 

0463-83-4031 

11/6(水)～10(日) 

光彩展     

町田市立国際版画美術館市

民美術室 A 042-726-2771 

 
会会会会        期期期期    

展覧会名展覧会名展覧会名展覧会名    

見どころ見どころ見どころ見どころ    

    
11111111////6666((((水水水水))))～～～～11111111((((月月月月))))    

ラ・パレット油絵展ラ・パレット油絵展ラ・パレット油絵展ラ・パレット油絵展    

31313131 回回回回    

内容と技法は車の両輪で、ど

ちらも深めていかないとうま

い具合に進まない。会員11名、

指導：指原いく子先生 

 

11111111////13131313((((水水水水))))～～～～18181818((((月月月月))))    

書学舎翠會書藝展書学舎翠會書藝展書学舎翠會書藝展書学舎翠會書藝展    

書と篆刻、児童から大人まで 

出品者 22 人 

指導：下田翠雨先生 

11111111////20202020((((水水水水))))～～～～25252525((((月月月月))))    

第第第第 4444 回櫟会木版画展回櫟会木版画展回櫟会木版画展回櫟会木版画展    

会員 14 名、40 点の木版画 

モットーは“和を持って木版 

画を楽しむ” 

11/22(11/22(11/22(11/22(金金金金))))    

新九郎デッサン会新九郎デッサン会新九郎デッサン会新九郎デッサン会    

どなたでもお気軽にどうぞ！ 

18:15-20:45 会費 1500 円 

コスチューム、固定ポーズ 

11111111////27272727((((水水水水))))～～～～12/212/212/212/2((((月月月月))))    

赤羽孝也・加藤由宇・赤羽孝也・加藤由宇・赤羽孝也・加藤由宇・赤羽孝也・加藤由宇・    

瀬沼杏壽展瀬沼杏壽展瀬沼杏壽展瀬沼杏壽展    

赤羽孝也さん「陶」は昨年の

個展に続き 2回目の発表です 

加藤由宇さん、瀬沼杏壽さん

は個性に溢れ感性豊かな絵画 

思
思思う

ううこ
ここと

ととな
ななど

どど 
   

  横井山 泰 

          10 月も末。オープンアトリエも近づいて来た。忙しい時にはさらに 

忙しくなるものだ。絵本も大詰めの校正作業に入った。11 月の個展の 

作品をコツコツやりながらカタログの原案を作る。静岡県立美術館の 

冊子で「静岡ゆかりの作家のアトリエ訪問」というページの取材がみ 

えたり、親友の結婚式のウェルカムボードを頼まれたり、コーヒーの 

ラベルの絵を描いたり、月末はライブペインティングがあったりする。 

ありがたいですね。 

オープンアトリエは「非常な日常」というタイトルをつけた。僕にとっては日常の場所に、そ

れぞれの作家が展示をするとどうなるのか？けっこうワクワクする。暗室にキャンドルを灯すmie

さん、壁の巨大なドローイングと話題の「大磯妻」が絡む nico cafe さんの作品、鈴木隆さんの

陶器も棚を工夫するそうだし、シセロシスコさんのアクセサリーも壁面展示となると極小のかわ

いさがありそうだ。平面は僕と木下泰徳さん植松知祐さんである。アトリエの天井は５ｍ近いの

で、絵画を展示するにはピッタリな空間である。さらにやりやすくするためにアキテクト田中棟

梁が立派な壁を増設してくれたのですばらしい空間になってきた。展覧会が楽しみだ。僕は絵本

原画と大きな絵を展示します。 

イベントも 11 月 2日に和田知代さん「おむつなし育児ワークショップ」藤崎智子さん「ゆる体

操ワークショップ」。4日は「立川志ららさん、立川吉幸さんの落語会」と満載。 

11 月 20 日から 30 日は銀座ニッチギャラリーで「10 年たったのに」と題して個展です。今年は

学校を出てからちょうど 10 年、いろんないみで「10 年たったのに」と思うことがあります。「三

つ子の魂」「10 年ひとむかし」そんな作品が並びます。こちらもおたのしみに。 
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第第第第 3333 回松永記念館交流美術展回松永記念館交流美術展回松永記念館交流美術展回松永記念館交流美術展                平成 25 年 10 月 25 日（金）～12 月 8 日（日）9:00－17:00 

ガラスの煌きガラスの煌きガラスの煌きガラスの煌き    ルネ・ラリック―金唐紙と織りなす花鳥風月の浪漫―ルネ・ラリック―金唐紙と織りなす花鳥風月の浪漫―ルネ・ラリック―金唐紙と織りなす花鳥風月の浪漫―ルネ・ラリック―金唐紙と織りなす花鳥風月の浪漫―            観覧料 一般 500 円大・高生 300 円 

設立者・松永耳庵（安左ヱ門）が自身のコレクションを  術保持者）の作品とラリック 

一般に広く展観するために設立した松永記念館で、近隣の  作品に共通する花鳥風月のモ 

美術館が所蔵する優れた名品をご紹介する交流美術展。第  チーフ。両者が奏でる豊かな 

3 回目となる本年は、箱根ラリック美術館のご協力を得て  美の空間をご堪能ください。 

開催します。                      なお、会期中は箱根ラリック 

フランスを代表する宝飾とガラスの工芸作家ルネ・ラリ  美術館学芸員の橋本公氏によ 

ック（1860－1945）。今回の展示では、草花や鳥などの自  るギャラリートーク（11 月 3 

然を題材に豊かな発想でデザインされた花器を中心に華や  日）をはじめ、松永耳庵の園 

かな工芸紙「金唐紙」と併せてご紹介します。       遊会にちなんだ催事「夢見遊 

金唐紙はヨーロッパの金唐革紙を和紙に置き換えた工芸  山いたばし見聞楽」など多彩なイベントを予定しています。 

紙で、鹿鳴館や旧岩崎邸などの壁紙にも用いられたもので  （詳細は郷土文化館まで℡0465‐23‐1377）。みなさまのお越しを 

す。日本で唯一金唐紙を手がける上田尚氏（国選定保存技  お待ちしています。       松永記念館学芸員 中村暢子 

ギャラリー訪問  

「知る人ぞ知る」という言葉がぴったりな美

術館がある。南足柄中学校の近く閑静な住宅

街にあるが、その姿は外からは見えない。家

の入口に、「Museum from windｓ」と書かれた

小さな看板が目印だ。緑豊かな庭を抜けると

住居の奥にひっそりと建っているのだ。 

来場者は、地元の方よりむしろ県内外から

その展示に惹かれて訪れる方が多い。口コミ

で広がり、作品に出会いに来る絵好きな方が

多いのが特徴だ。ここで今、『洲之内徹生誕

100 年記念 気まぐれ美術館の絵かきたち展」

が開かれている。個人美術館でこんな企画が

可能なのかと、作品共々オーナーの窪田さん

に企画展への思いを伺った。 

ドアを開けるとそこには別世界が開けてい

た。シンプルで明るいギャラリーには、心地

よい風が吹きぬけているようだった。白い壁、

まだ木の香の残る白木のミュージアムは、野

村悦子氏の作品だ。オーナーの好きな李禹煥

（リ・ウーハン）の作品をイメージして造ら

れたという館内は、自由に絵を味わってほし

いというオーナーの「お・も・て・な・し」

が伝わる展示だ。床にはアンティークな木の

テーブルとイスが置かれ、洲之内徹の「気ま

ぐれ美術館」が並んでいた。 

まずは作品を拝見し

た。一番初めに目につい

たのは、長谷川潾二郎だ。

庭木の独特の緑、シルエ

ットのような鳩が３羽。

幻想的で時間が止まっているようだ。正面の

静かな家並みの絵も好きだ。好きな絵は自然

に目に飛び込んでくるから不思議だ。ゆった

りと掛けられた絵。キャプションや説明を一

切廃し、絵だけを見せる展示からオーナーの

思いが伝わってくる。作家の名前はわからな

くても、いいなあと思う作品ばかりだ。和室

にさりげなく置かれた醤油の瓶も何ともいい

味だ。伺うと松田正平さんのアトリエにあっ

たものをご遺族から譲っていただいたのだと

いう。こんな細やかな展示にも、オーナーの

美意識が伝わってくる。 

松本竣介 野田英夫 長谷川利行 安井曾

太郎 今西中通 田島隆夫 峰村リツ子など

など・・・初めて知った名前もあったが、ど 

れも見ごたえのある作品ばかりだ。「１枚もら 

えるとしたらどれにしよう」いつもの癖で 

色々な作品を見直すと、また違った絵に見え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

museum from winds 

 

てきて楽しい。 

「洲之内徹」は画商でありながら本当に気に

入ったものは手元に残し、客には売らなかっ

たという。その作品が「洲之内コレクション」

として宮城県立美術館に収められている。数

年前そこで長谷川潾二郎の『猫』を見る事が

出 来 た こ

と を 思 い

出す。自分

が『佳い』

と 思 っ た

作 品 を こ

れ だ け 集

め、展示することは大変なご苦労があったこ

とと思う。企画に向け窪田さんが選んだ作品

は、全国３０県から来場されているという「フ

ロムウインズ」のファンの方のご厚意による

ものだという。大事な作品を快く貸し出して

くださったコレクターの誠意と、良い作品を

より多くの人に伝えたいという「洲之内徹」

をリスペクトする皆さんの思いに改めて感謝

感激だ。 

窪田さんは長年公務員として勤められた。

35 歳、仕事で企画した展覧会でアートと出会

ったという。新聞社企画の巡回展「ピカソの

ポスター原画展」「原田泰治展」「滝平二郎切

り絵展」など、人気ある作家の展覧会に会場

の市役所アトリウムは連日多くの市民で賑わ

った。始めは向学の為と足を運んだ展覧会は、

２７年間で１９００回を超え、美術館も全国

２８０か所を回ったというから並のアートフ

ァンではない。仕事の傍ら毎週末銀座の画廊

や展覧会に通ったとしても相当な時間とエネ

ルギーを注いできたことになる。数多く見る

ことで、自分の好きなものがはっきりとし、

目が鍛えられたという。「好きなものは良いも

の、良いものは調和する」。時間をかけて培わ

れた感性は、「絵は知識や理屈で見るものでは

ない」「自分が共感し心が動くもの」「絵と一

体化すること」という独自の審美眼で、李禹

煥、松田正平のコレクションに繋がっていっ

た。特に「松田正平」への傾倒は大きく、直

接アトリエを訪ね熱い思いを伝えたという行

動力には敬服した。その真摯でひたむきな姿

勢は「松田正平」にも伝わっていたことだろ

う。美術館の設計図面ができるとそれを持っ

て松田さんの墓前に報告したという窪田さん

の人柄を、「松田正平」は初めからわかってい 
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たに違いない。それはやがて美術館建設とい

う具体的な目標となり、早期退職した７年前

「フロムウインズ」は誕生した。 

『良い絵は何度見ても新鮮であること』『人

は感動する』『良い絵は人を幸せにする』『い

い絵は絵が美を発している』生活のすべてを

費やしてアートを見続けたからこそ言える窪 

田さんの言葉は、物静かだが力強く説得力を

持っていた。絵描きの外側はどうでもいいも

のと言いきる窪田さんが、履歴やインテリを

嫌った「洲之内徹」と重なってみえた瞬間だ

った。芸術に目覚め、自分の人生の中心線を

美術館運営に捧げる第２の人生は、多くの人

との出会いに恵まれ、それを宝と言われた。

絵を語るときの幸せそうな笑顔が、何より饒

舌に語っていた。 

窪田さんは若い人たちにもっともっと見に

来てほしいという。近隣の高等学校には案内

をしているが、訪ねてくる学校は少ないよう

だ。もっともっと文化に触れる機会を教育の

中には取り入れてほしい。一人で訪ねていく

自立した若者も増えてほしい。そしてそれを

伝えることのできる先生方には、ぜひ観て感

じてほしいところだ。 

窪田さんは今、来年３月からの宇和島の作

家「森本秀樹展」を準備しているという。窪

田さんの心に響いた作家の作品が私にはどの

ように感じる事が出来るのか、今から楽しみ

である。 

帰り道、躊躇いがあって伺えなかったこと

を考えていた。

窪田さんが、な

ぜわざわざ奥

まったところ

に美術館を造

られたのかという事だ。そして、身の丈の１

００％を描かない、これ見よがしを嫌う絵か

きたちの美に共感した窪田さんの感性が、こ

うさせたのではないかと、その理由が少しわ

かったような気がして「フロムウインズ」を

後にした。（新九郎友の会 木下和子） 
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